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第１日

解 答
宗 ４２ 就 ① ４８ ② ３０ 州 ２００００００７ 修 ２ 愁 ２５

拾 ５４ 洲 ６４５３１２ 秀 １５０ 秋 ① ８０ ② ２４０ 終 ７.３１
１６

繍 ２ 習 ① ３０５０ ② １０６７６ 臭 ① １４７ ② １５１７

解 説
就 時間を刻む比は，Ａ：Ｂ＝３６０：３５０＝３６：３５，Ｂ：Ｃ＝４２０：４４０＝２１：２２ したがって，

Ａ：Ｂ：Ｃ＝１０８：１０５：１１０ Ｃが１１時間たったときのＡは１０.８時間（１０時４８分），Ｂは

１０.５時間（１０時３０分）になる。

州 ２０７，２００７，２０００７，……，を９で割った数を求めると，２３，２２３，２２２３，……，となるから，

２７＝３×９，８１＝９×９ より，この数の中でさらに３で割り切れ，９で割り切れない数を見つけると，

２２２２２２３になるから，２２２２２２３×９＝２００００００７になる。

修 四捨五入したときと切り捨てたときの差が，３４－３０＝４（点）だから，四捨五入して切り上がった数が４個あ

る。これより，３で割って割り切れる数と３で割って１あまる数の和は，１０－４＝６（個） また，３で割ったと

き２あまる数を３倍すると，切り捨てた数を３倍するときよりも，０.６６６…×３＝２ 増えるから，

１００－（３０×３＋２×４）＝２ より，３で割って１あまる数は２個とわかる。

愁 最後のＡ，Ｂに含まれる食塩の重さを７，３とすると，はじめのＢに含まれる食塩の重さは，

（７＋３）÷（３＋２）×２＝４ となる。６０ｇの水を加えたあとの食塩水Ｂの重さは，

４０＋６０＝１００（ｇ）で，最後のＢに含まれる食塩の重さが３なので，ＢからＡに移した食塩水の重さは，

４－３１００× ＝２５（ｇ）とわかる。
４

拾 ３秒後には，図のア～カのいずれかの地点にいる。Ａからアに３秒で

行く進み方は５＋１×４＝９（通り）あり，対称性に注目すると，他も

同様なので，９×６＝５４（通り）

洲 ６０００００÷６４＝９３７５ より，６０００００は６４の倍数。

残り１，２，３，４，５で６４の倍数になる数を探す。６４は４の倍

数だから，下２けたは，１２，２４，３２，５２。これより，いろい

ろためして，６４５３１２÷６４＝１００８３

秀 分速の差は，９０－３０＝６０（ｍ） だから，１回目に

追いつく地点は，９００÷６０＝１５（分）より，９００＋

３０×１５＝１３５０（ｍ） Ａ地点にもどり，２回目に追

いつくまでの時間は，（１３５０＋３０×１５）÷６０＝３０

（分） これより，右のグラフのようになる。ここで，荷車

がＢ地点に着くのは，Ｐ君が出発してから，（６０００－９００）

÷３０＝１７０（分） だから，１５×２＋３０×２＋６０×１

＝１５０（分） より，１５０分後とわかる。
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秋 ２５秒後に，Ａ，Ｂが最初にＰ地点にボールを同時に運んでくるので，

１５と２５の最小公倍数７５より，（２５＋７５＝）１００秒まで調べる。

Ａがリードしているのは，４０秒～５０秒と７０秒～７５秒の１５秒間

なので，（４２０－２５）÷７５＝５ あまり ２０ より，全部で

１５×５＋５＝８０（秒） Ｂがリードしているのは，２５秒～４０秒

と５０秒～７０秒と７５秒～８５秒の４５秒間なので，全部で

４５×５＋１５＝２４０（秒）

終 内側の正方形の面積は，（５＋３）×（５＋３）－５×３÷２×４＝３４（或） これより，円の「半径×半径」

は，３４÷４＝８.５ したがって，斜線部分の面積は，３４－８.５×３.１４＝７.３１（或）

繍 三角形の相似比は，３：（３＋２）＝３：５ だから，面積の比は，

（３×３）：（５×５）＝９：２５ これより，それぞれの面積は右の

図のようになる。したがって，斜線部分以外の面積は，３×５÷２＝

１７.５（或） ７.５÷（９＋１６＋９）×２５×４＝２２ （或）１７

１ １６よって，斜線部分の面積は，５×５－２２ ＝２ （或）
１７ １７

習 ① 半径５０㎝の円の面積から，２辺が６０㎝と８０㎝の長方形の

面積をひけば求まる。したがって，５０×５０×３.１４－８０×６０＝３０５０（或）

② 内側の側面は，半径４０㎝の円と半径３０㎝の円になり，底面には半径３０㎝の円ができる。したがって，

４０×４０×３.１４＋３０×３０×３.１４＋３０×３０×３.１４＝３４００×３.１４＝１０６７６（或）

臭 正面と真横から見たときの面の数は，５＋５＋４＋５＋５＝２４（面），

５＋５＋５＋４＋５＝２４（面） 真上から見たときの面の数は，５×５

＝２５（面） したがって，正面，真横，真上から見たときの面の数は，

（２４＋２４）×２＋２５＝１２１（面） また，正面と真横から見て見

えない面は右の太線の部分なので２６面。 よって，シールの枚数は，

１２１＋２６＝１４７（枚） また，３枚のシールのはられている立方体

は右の図の個数だけあるので１５個。
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